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ラ
オ
ス
各
省
に
ベ
ト
ナ
ム
人
の
小
学
校
が
ひ
と
つ
ず
つ
あ
っ
た
こ
と

は
、（
中
学
が
ラ
オ
ス
全
体
に
ひ
と
つ
し
か
な
か
っ
た
こ
と
と
併
せ
て
）

ひ
と
つ
ず
つ
し
か
な
か
っ
た
と
否
定
的
に
表
現
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス

の
「
愚
民
政
策
」
の
表
れ
と
し
て
断
罪
さ
れ
て
い
る
（T

ran D
inh 

Luu 2004: 104

）。
し
か
し
筆
者
の
調
査
で
は
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の

ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
は
ベ
ト
ナ
ム
小
学
校
を
「
誇
り
」
と
思
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
国
家
主

導
の
マ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
系
移
民
た
ち
が
ラ
オ

社
会
と
の
間
に
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
へ
視
点

を
移
す
こ
と
に
よ
り
、
移
民
の
側
か
ら
細
部
を
丁
寧
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
、
本
稿
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
地
域
の
実
像
を
具
体
的
に
解
明
す

る
う
え
で
重
要
な
、
次
の
よ
う
な
諸
点
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
な

ぜ
ベ
ト
ナ
ム
人
の
墓
、
寺
、
小
学
校
が
あ
る
の
か
。
フ
ラ
ン
ス
領
時

代
に
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
移
民
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
に
は
従
来
、

官
吏
・
商
人
・
ク
ー
リ
ー
が
多
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
内
訳
や

グ
ル
ー
プ
間
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。
一
九
七
五
年
の
共

産
化
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
の
商
人
が
ラ
オ
ス
で
も
難
民
化
し
た

と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
ど
の
程
度
の
割
合
の

人
々
が
脱
出
し
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
度
重
な
る
政
変
の
な
か

を
ど
の
よ
う
に
潜
り
抜
け
て
き
た
の
か
。
同
じ
外
来
の
商
人
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
人
と
中
国
人
の
間
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
。
ラ
オ
ス
と
ベ
ト
ナ
ム
の
「
特
別
な
関
係
」
と
い
う
二
国
間
関

係
は
、
移
民
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

以
上
を
改
め
て
要
約
す
る
と
、
本
事
例
の
第
一
の
特
徴
は
、
ベ
ト

ナ
ム
―
ラ
オ
ス
の
二
国
間
の
歴
史
的
関
係
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い

る
点
に
あ
り
、
第
二
の
特
徴
は
、
ベ
ト
ナ
ム
系
移
民
が
墓
・
寺
・
小

学
校
を
建
て
る
こ
と
で
移
住
先
に
新
し
い
諸
環
境
を
物
理
的
に
構
築

し
、
ラ
オ
社
会
と
の
間
に
共
存
を
図
っ
て
い
っ
た
点
に
あ
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
ラ
オ
ス
・
ル
ア
ン
パ
バ
ー

ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
経
験
は
、
あ
え
て
一
言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、

度
重
な
る
政
変
の
下
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
創
出
と
維

持
、
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
以
下
で
は
、
二
国
間
の

歴
史
的
関
係
を
縦
軸
、
ベ
ト
ナ
ム
系
移
民
に
と
っ
て
重
要
な
文
化
空

間
を
横
軸
と
し
て
、
論
述
し
て
い
く
。

Ⅰ 

ベ
ト
ナ
ム
―
ラ
オ
ス
の
歴
史
的
関
係

１ 

フ
ラ
ン
ス
以
前
の
イ
ン
ド
シ
ナ

現
在
の
ラ
オ
ス
の
主
要
民
族
で
あ
る
ラ
オ
は
タ
イ
系
民
族
で
あ

り
、
一
三
世
紀
頃
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
南
下
し
、
モ
ン
・
ク
メ
ー

ル
系
民
族
に
代
わ
り
台
頭
し
て
き
た
勢
力
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ル
ア

ン
パ
バ
ー
ン
の
地
は
、
ラ
ー
ン
サ
ー
ン
王
国
の
中
心
と
な
り
、
一
六

は
じ
め
に

本
稿
は
、
お
も
に
現
地
調
査＊

１

か
ら
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、
ラ

オ
ス
・
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
と
い
う
小
さ
な
町
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
以

降
、
何
千
人
か
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
移
住
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

し
、
激
動
の
イ
ン
ド
シ
ナ
現
代
史
を
潜
り
抜
け
て
き
た
―
―
そ
の
経

験
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
と
ラ
オ
ス
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
領

イ
ン
ド
シ
ナ
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
介
入
か
ら
独
立
し
て
い
く
過

程
で
共
産
党
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
共
産
党
政
権
下
の
両
国

の
関
係
は
、「
兄
弟
」
や
「
特
別
な
関
係
」
と
い
う
言
葉
で
形
容
さ

れ
て
き
た＊

２

。
従
来
の
ベ
ト
ナ
ム
―
ラ
オ
ス
地
域
は
、
こ
の
よ
う
な
国

家
主
導
の
マ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
枠
組
み
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
が
、
筆
者
は
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人
に
関
す

る
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
で
は
多
く
の
こ

と
が
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
知
っ
た
。
た
と
え
ば
、
従
来
の

ベ
ト
ナ
ム
研
究
に
よ
れ
ば
、
ラ
オ
ス
在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
は
抗
仏
、

抗
米
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
愛
国
者
た
ち
と
し
て
描
か
れ
、
評
価
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た＊

３

。
そ
の
歴
史
観
の
中
心
地
と
な
る
の
は
ビ
エ

ン
チ
ャ
ン
、
タ
ケ
ク
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
本
稿
の
対
象
と
な
る

ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
い
（T

ran D
inh Luu 

2004: 102-106
）。
ほ
か
に
も
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
期
、

ラ
オ
ス
・
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人

―
―
度
重
な
る
政
変
下
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
創
出
と
維
持

比
留
間
洋
一
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集

 

越
境
と
地
域
空
間
―
―
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
と
ら
え
る
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の
主
要
都
市
が
鉄
道
、
道
路
に
よ
り
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
を
イ
ン
ド

シ
ナ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
呼
ぶ
。
そ
れ
に
は
、
今
日
の
ベ
ト
ナ
ム
の

主
要
都
市
（
ハ
ノ
イ
、
ヴ
ィ
ン
、
フ
エ
、
サ
イ
ゴ
ン
な
ど
）、
今
日
の

ラ
オ
ス
の
主
要
都
市
（
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
、ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
、タ
ケ
ク
、

サ
ヴ
ァ
ナ
ケ
ッ
ト
、
パ
ク
セ
な
ど
）
お
よ
び
、
今
日
の
タ
イ
の
主
要

都
市
（
ノ
ン
カ
イ
、ウ
ド
ン
、コ
ー
ラ
ー
ト
、ウ
ボ
ン
、バ
ン
コ
ク
な
ど
）

が
含
ま
れ
る
（Ivarsson 2008: 99

）。
こ
の
イ
ン
ド
シ
ナ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
現
代
を
含
め
て
、
ベ
ト
ナ
ム
系
の
人
々
の
移
動
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
植
民

地
時
代
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ラ
オ
ス
へ
の
移
住
ル
ー
ト
と
な
っ
た

ほ
か
、
た
と
え
ば
、
後
の
時
代
に
共
産
化
を
嫌
っ
た
難
民
た
ち
は
、

ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
か
ら
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
か
ら
メ
コ

ン
川
を
渡
っ
て
東
北
タ
イ
の
ノ
ン
カ
イ
、
ウ
ド
ン
へ
い
た
る
陸
路
を

辿
っ
た
。
そ
し
て
現
在
も
東
北
タ
イ
に
大
勢
居
住
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人

た
ち
が
バ
ン
コ
ク
と
の
間
を
往
来
し
て
い
る
。

さ
て
本
稿
で
扱
う
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
か
ら
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
に

連
絡
す
る
幹
線
道
路
の
整
備
は
、
一
九
三
六
年
頃
ま
で
に
は
完
成

し
て
い
た
こ
と
が
文
献
か
ら
窺
え
る＊

４

。
筆
者
の
調
査
（
表
１
参
照
）

で
も
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
の
行

政
枠
組
で
い
う
「
ト
ン
キ
ン
」
出
身
者
が
ほ
と
ん
ど
で
（
ニ
ン
ビ
ン

四
四
・
九
％
、
タ
イ
ビ
ン
一
六
・
一
％
な
ど
）、
ち
ょ
う
ど
フ
ラ
ン
ス
の

つ
く
っ
た
道
路
を
通
り
、
東
か
ら
西
へ
と
水
平
に
移
住
し
た
よ
う
な

印
象
を
受
け
る
。

３ 

移
民
の
故
郷

当
時
の
ト
ン
キ
ン
は
ど
の
よ
う
な
地
域
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
に
共
通

す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
な
か
で
、
ト
ン
キ
ン
お
よ

び
ア
ン
ナ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
中
部
）
は
、
第
一
に
、
あ
ま
り
に
人
口
稠

密
な
た
め
社
会
的
政
治
的
に
不
安
定
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
、

第
二
に
、
同
地
域
の
人
々
は
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
人
々
（
コ
ー
チ

シ
ナ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
少
数
民
族
）
に
比
べ
て
、
勤
勉
か

つ
優
秀
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
見
方

を
も
と
に
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
コ
ー
チ
シ
ナ
（
ベ
ト
ナ
ム
南

表 1 墓碑に記載された出身省

（注）239 基中 118 基に省名の記載があった。

 省名 　　　　　人数 割合
ニンビン 53 44.9％
タイビン 19 16.1％
 ハナムニン 11 9.3％
 ナムディン 8 6.7％
ゲアン 5 4.2％
ハナム 5 4.2％
ハドン 4 3.3％
ハティン 4 3.3％
ランソン 2 1.6％
 フンイエン 2 1.6％
 ハイズオン 1 0.8％
ゲティン 1 0.8％
 ホーチミン市 1 0.8％
フエ市 1 0.8％
不明  1 0.8％
 計 118

世
紀
に
上
座
部
仏
教
、
一
七
世
紀
に
は
国
際
交
易
の
拠
点
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
。
文
化
空
間
と
し
て
の
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
特
徴
は
、

一
九
九
五
年
に
登
録
さ
れ
た
世
界
遺
産
の
内
容
が
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
第
一
に
八
〇
余
り
と
も
い
わ
れ
る
、
煌
び
や
か
な
仏
教
寺
院
が

多
数
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
二
〇
世
紀
初
頭
頃
の
フ
ラ
ン
ス

植
民
地
時
代
の
瀟
洒
な
建
物
が
目
抜
き
通
り
に
立
ち
並
ん
で
い
る
こ

と
が
創
り
出
す
文
化
的
景
観
で
あ
り
、
町
全
体
が
保
存
対
象
と
な
っ

て
い
る
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
来
者
は
そ
の
建
造
物
群
に
目
を
引

か
れ
る
こ
と
を
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
。

一
方
、
今
日
の
ベ
ト
ナ
ム
の
主
要
民
族
で
あ
る
ベ
ト
族
は
、
一
〇

世
紀
に
中
国
か
ら
独
立
し
、
南
シ
ナ
海
沿
岸
を
南
下
、
一
五
世
紀
以

降
チ
ャ
ム
族
に
代
わ
り
台
頭
し
て
き
た
勢
力
で
あ
る
。
一
七
世
紀

に
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
地
に
、W

at K
eo

（K
eo

は
ベ
ト
ナ
ム
人

の
俗
称
）
と
い
う
寺
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
（H

eyw
ood 2006

）。

そ
の
寺
は
、
今
日
で
も
ベ
ト
ナ
ム
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
あ
る

い
は
国
際
交
易
に
携
わ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
の
こ
と
か
も
し
れ
な

い
が
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
以
前
に
、
ラ
ー
ン
サ
ー

ン
王
国
と
ベ
ト
ナ
ム
王
朝
と
の
間
で
は
外
交
関
係
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
に
と
っ
て
、
西
に
そ
び
え
る
ア
ン
ナ

ン
山
脈
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
に
端
を
発
し
、
今
日
の
ベ
ト
ナ
ム
―
ラ
オ

ス
、
ベ
ト
ナ
ム
―
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
付
近
を
南
北
に
縦
走
す
る
。
別
名

チ
ュ
オ
ン
ソ
ン
山
脈
）
の
壁
は
厚
く
、
ア
ン
ナ
ン
山
脈
以
西
に
移
動

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
（Ivarsson 2008: 101

）。
そ
の

壁
を
打
ち
破
っ
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
が
整
備
し
た
イ
ン
フ
ラ

で
あ
っ
た
（
図
１
）。

２ 
イ
ン
ド
シ
ナ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

一
九
世
紀
末
以
降
、
一
九
三
〇
年
頃
ま
で
の
間
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ

図 1 植民地期北部ベトナム―ラオスのインフラストラクチャー
（注）Ivarsson（2008）より作成。
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ケ
ク
、
サ
ヴ
ァ
ナ
ケ
ッ
ト
、
パ
ク
セ
、
シ
エ
ン
ク
ア
ン
）
の
な
か
で

は
例
外
的
に
少
な
か
っ
た
。
他
で
は
ベ
ト
ナ
ム
人
人
口
が
人
口
の
半

数
以
上
を
占
め
て
い
た
。

な
ぜ
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
は
特
殊
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
に

は
、
ラ
オ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
か
ら
独
立
す
る
過
程
で
重
要
な
役

割
を
担
っ
た
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
王
国
首
相
の
ペ
ッ
サ
ラ
ー
ト
の
意

向
と
お
そ
ら
く
関
係
が
あ
る
。
ペ
ッ
サ
ラ
ー
ト
は
、「
ラ
オ
ス
は
ル

ア
ン
パ
バ
ー
ン
王
国
の
も
と
、
ひ
と
つ
の
政
体
と
し
て
実
在
し
、
統

一
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
（Ivarsson 2008: 107

）。

ペ
サ
ラ
ー
ト
は
一
九
三
一
年
に
、「
ベ
ト
ナ
ム
人
移
民
に
全
面
的
に

反
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
移
民
が
国
家
の
内
部
に
国
家
を
形

成
す
べ
き
で
は
な
く
、
移
民
は
管
理
さ
れ
、
ラ
オ
ス
の
現
行
の
法

律
と
制
度
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
た
と
さ
れ
る

（Ivarsson 2008: 107

）。

５ 

現
在
の
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
在
住
ベ
ト
ナ
ム
人
に

　

 

と
っ
て
の
故
郷

現
在
の
こ
の
地
の
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
は
故
郷
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
全
体
的
な
印
象
で
は
、
ル
ー
ツ
が
ベ
ト

ナ
ム
人
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
は
っ
き
り
有
し
て
お
り
、
一

世
な
ら
一
度
は
故
郷
に
帰
っ
て
み
た
い
、
二
世
な
ら
一
度
は
故
郷
と

い
う
も
の
を
見
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
い
が
、
頻
繁
に
定

期
的
に
訪
ね
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
少
な
い
。
個
別
の
事
情
を

二
、三
見
て
み
た
い
。

た
と
え
ば
、
数
年
前
か
ら
道
端
で
ベ
ト
ナ
ム
の
お
粥
な
ど
を
売
っ

て
い
る
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
生
ま
れ
の
二
世
の
中
年
女
性
は
、
一
度
北

部
の
故
郷
を
訪
れ
、
そ
の
つ
い
で
に
南
部
に
も
旅
行
に
行
っ
て
き
た

と
話
し
た
。
夫
も
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
は
ベ
ト
ナ
ム
語

が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
と
い
う
。

た
と
え
ば
、
一
九
六
二
年
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
生
ま
れ
の
二
世
の
ベ

ト
ナ
ム
寺
住
職
は
、
あ
る
高
齢
女
性
に
よ
れ
ば
、
姉
と
と
も
に
幼
く

し
て
父
母
に
生
き
別
れ
、
こ
れ
ま
で
寺
の
用
事
で
七
回
ベ
ト
ナ
ム
に

行
き
、
そ
の
た
び
に
親
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
捜
し
求
め
た
が
未

詳
で
、
故
郷
も
シ
ン
セ
キ
も
わ
か
ら
ず
じ
ま
い
だ
と
い
う
。
ま
た
同

じ
く
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
生
ま
れ
の
二
世
の
Ｃ
さ
ん
の
場
合
、
父
の
故

郷
に
は
父
が
残
し
て
き
た
先
妻
と
そ
の
子
ど
も
が
暮
ら
し
て
い
る
。

故
郷
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
い
。
Ｃ
さ
ん
が
後
妻
の
子
ど
も
で
あ
る
た

め
躊
躇
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

Ⅱ 

移
民
に
よ
る
生
活
空
間
の
構
築
過
程

上
述
し
た
よ
う
な
二
国
間
の
歴
史
的
関
係
の
も
と
、
ル
ア
ン
パ

バ
ー
ン
に
移
り
住
ん
だ
ベ
ト
ナ
ム
系
移
民
が
ど
の
よ
う
に
生
活
空
間

を
構
築
し
、
現
地
と
の
間
に
ど
の
よ
う
に
共
存
を
築
い
て
い
っ
た
か

部
）
あ
る
い
は
太
平
洋
各
地
の
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
島
々
（
タ
ヒ
チ
、

ニ
ュ
ー
・
カ
レ
ド
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
・
ヘ
ブ
ラ
イ
ド
諸
島
な
ど
）
は
開
発

が
遅
れ
て
お
り
、
勤
勉
か
つ
優
秀
な
人
手
が
乏
し
い
の
で
、
ベ
ト
ナ

ム
の
北
部
中
部
か
ら
の
移
住
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
。
移
住
の
最
盛
期

に
相
当
す
る
一
九
三
六
年
に
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
ト
ン
キ
ン
の
人
口

の
稠
密
性
を
実
証
し
た
と
さ
れ
る
、
有
名
な
グ
ー
ル
ー
の
人
文
地
理

学
的
研
究
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
グ
ー
ル
ー 1945

）。

も
ち
ろ
ん
ト
ン
キ
ン
が
相
対
的
に
貧
困
層
の
多
い
地
域
で
あ
っ
た

こ
と
を
筆
者
は
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
在
ル
ア

ン
パ
バ
ー
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
人
の
最
多
出
身
地
イ
エ
ン
モ
に
関
し
て
は

次
の
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
一
九
四
五
年
飢
餓
」
に
関
す
る
日

越
共
同
調
査
の
報
告
書
（
ベ
ト
ナ
ム
語
）
で
、
同
書
中
ニ
ン
ビ
ン
省

で
の
調
査
対
象
村
が
、
イ
エ
ン
モ
県
に
属
す
る
一
村
で
あ
る
（V

an 
T

ao va Furuta M
oto 1995

）。
同
書
か
ら
は
、
総
じ
て
ニ
ン
ビ
ン

に
は
貧
困
層
が
多
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
同
村
で
は
「
ラ
オ

ス
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
た
」
旨
、
備
考
に
記
さ
れ
て
い
る
事
例
が

二
世
帯
（
総
数
一
〇
六
世
帯
）
あ
り
、
二
世
帯
と
も
家
族
全
員
と
も

生
き
残
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
を
引
く
。
た
だ
し
、
同
書
中
で
調
査

対
象
地
域
と
な
っ
て
い
る
他
省
の
村
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
く
ら

い
の
餓
死
率
が
示
さ
れ
て
お
り
、
イ
エ
ン
モ
だ
け
が
特
別
に
貧
困
で

あ
っ
た
と
は
い
い
が
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
お
そ
ら
く
ひ
と
つ
に
は
こ
の
よ
う
な
背
景
（
移

住
を
推
進
す
る
動
き
）
が
あ
り
、
あ
る
時
期
ま
で
は
、
同
じ
フ
ラ
ン

ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
保
護
領
と
い
う
枠
組
に
あ
っ
た
ト
ン
キ
ン
（
北

部
ベ
ト
ナ
ム
）
と
ラ
オ
ス
の
間
で
は
、国
境
の
制
度
も
緩
や
か
で
あ
っ

た
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
Ｃ
さ
ん
（
一
九
五
〇
年
生
、
女
性
）
か
ら

次
の
証
言
を
得
た
（
括
弧
内
は
筆
者
注
）。

「（
う
ち
の
家
族
が
）
こ
こ
に
き
て
、
六
〇
年
以
上
（
一
九
四
七

年
以
前
）
に
な
る
。
そ
う
、
私
の
父
が
ま
さ
に
、
イ
エ
ン
モ
出

身
。
歩
い
て
一
～
二
ヵ
月
か
け
て
こ
こ
ま
で
き
た
。
一
度
目
に
来

た
後
、
い
っ
た
ん
帰
っ
て
、
二
度
目
に
一
団
を
つ
れ
て
き
た
。
ベ

ト
ナ
ム
に
は
、
本
妻
と
二
人
の
息
子
が
い
た
。
も
う
一
度
戻
ろ
う

と
し
た
ら
、
国
境
の
制
度
が
変
わ
っ
て
、
帰
る
こ
と
が
許
さ
れ
な

く
な
っ
た
。
こ
こ
で
私
の
母
を
娶
っ
て
、
私
が
生
ま
れ
た
。」

４ 

移
住
先
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン

こ
の
よ
う
に
同
じ
よ
う
に
ラ
オ
ス
と
国
境
を
接
し
て
い
て
も
、
中

国
よ
り
も
、ベ
ト
ナ
ム
人
の
方
が
、ラ
オ
ス
へ
の
移
住
が
容
易
で
あ
っ

た
（Evans 2002: 70

）。
一
九
四
三
年
の
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
人
口

は
四
九
五
〇
人
で
、
民
族
別
で
は
ラ
オ
人
が
三
千
人
（
六
一
％
）、

次
に
多
い
ベ
ト
ナ
ム
人
が
一
四
〇
〇
人
（
二
八
％
）、
中
国
人
が

四
八
〇
人
（
一
〇
％
）、そ
の
他
七
〇
人
（
一
％
）
で
あ
っ
た
（Evans 

2002: 71
）。
し
か
も
、
こ
の
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人
比

率
（
二
八
％
）
は
ラ
オ
ス
の
他
の
主
要
都
市
（
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
、
タ
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所
と
な
っ
て
い
る
。（
小
祠
の
建
立
年
は
未
詳
だ
が
）
こ
の
寺
の
地
が

ベ
ト
ナ
ム
人
の
結
節
点
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
推
察
さ
せ

る
。住

職
に
よ
れ
ば
、「
解
放
」（
一
九
七
五
年
…
…
筆
者
注
）
前
は
、

越
僑（
在
外
ベ
ト
ナ
ム
人
）仏
教
会
が
あ
っ
た
が
解
放
後
に
な
く
な
っ

た
。
昔
の
仏
教
会
に
は
接
礼
班
、
念
仏
班
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
小
班
が

あ
っ
た
。
Ｃ
さ
ん
の
話
で
は
、
一
九
七
二
年
に
父
が
亡
く
な
っ
た
と

き
は
改
葬
（
埋
葬
か
ら
数
年
後
、
掘
り
返
し
て
洗
骨
し
骨
壷
に
納
め

て
埋
め
直
す
。
北
部
ベ
ト
ナ
ム
で
は
今
も
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
）
を

行
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
九
〇
年
の
母
、
九
六
年
の
妹
の
場
合
は

改
葬
を
行
わ
な
か
っ
た
。
八
〇
年
代
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い

う
か
ら
、
や
は
り
七
五
年
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
変
化
が
起
こ
っ
て

い
る
。

門
柱
に
は
、
漢
字
に
似
せ
た
ベ
ト
ナ
ム
語
で
次
の
対
聯
が
刻
ま
れ

て
い
る
。「
仏
地
は
人
の
有
福
の
為
に
こ
そ
あ
る
」「
聖
地
は
誰
か
の

為
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
」。
現
在
、
寺
の
あ
る
バ
ー
ン
（
村
）

の
住
人
は
ラ
オ
人
ば
か
り
で
あ
る
。
二
家
族
の
ベ
ト
ナ
ム
系
家
族
も

い
る
が
普
段
は
ラ
オ
の
名
前
で
ラ
オ
人
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
と
い

う
。
現
地
生
ま
れ
の
二
世
の
住
職
は
、
現
在
、
バ
ー
ン
の
ラ
オ
人
住

人
の
た
め
に
は
ラ
オ
語
で
読
経
を
行
い
、
町
全
体
で
一
〇
〇
家
族
い

る
ベ
ト
ナ
ム
系
の
人
々
の
た
め
に
は
ベ
ト
ナ
ム
語
で
読
経
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
。

小
学
校
の
正
式
名
称
は
「
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
雄
王
小
学
校
」
と
い

う
。
雄
王
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
建
国
神
話
に
登
場
す
る
有
名
な
王
の

名
前
で
あ
る
。
建
物
は
、
大
き
な
瓦
屋
根
に
白
壁
の
背
の
高
い
平
屋

で
、
ベ
ト
ナ
ム
村
落
の
立
派
な
亭
の
よ
う
な
存
在
感
が
あ
る
。
建
物

の
右
手
の
菩
提
樹
の
巨
木
は
、
小
学
校
建
設
時
に
植
え
ら
れ
た
も
の

で
、
樹
齢
七
〇
年
以
上
だ
と
い
う
。
数
年
前
か
ら
こ
の
校
内
で
、
ベ

ト
ナ
ム
の
高
齢
者
そ
の
ま
ま
の
服
装
で
駄
菓
子
屋
を
営
ん
で
い
る
女

性
は
、
こ
れ
ま
で
た
っ
た
二
度
塗
装
を
行
っ
た
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
創

建
時
の
ま
ま
修
理
し
て
い
な
い
と
嘆
い
た
。
し
か
し
見
方
を
変
え
れ

ば
そ
れ
だ
け
堅
牢
な
建
造
物
だ
と
い
う
証
拠
で
あ
る
。

写真 2 雄王小学校。古樹は 70 年の歴史を有する証

を
み
て
い
き
た
い
。
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人
領
事
に
よ
れ

ば
、
寺
・
小
学
校
・
共
同
墓
地
の
三
つ
は
ベ
ト
ナ
ム
人
社
会
の
財
産

で
あ
り
、
老
人
た
ち
が
今
も
誇
り
に
思
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
重
要
な
点
は
、
寺
・
小
学
校
・
共
同
墓
地
と
い
う
物
理
的
な
建

造
物
の
建
築
に
こ
だ
わ
り
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
三
施
設

が
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
と
い
う
土
地
の
文
脈
で
は
、
他
民
族
と
の
共
存

の
た
め
の
手
立
て
と
し
て
の
役
回
り
を
果
た
し
て
き
た
側
面
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

１ 

ベ
ト
ナ
ム
村
の
寺
と
小
学
校

「
ア
ン
ナ
ン
村
と
も
ベ
ト
ナ
ム
村
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
」（
Ｃ
さ
ん

の
話
）
ベ
ト
ナ
ム
人
集
住
地
区
は
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
町
の
中
心

街
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
（
徒
歩
で
四
〇
分
ほ
ど
）
に
形
成
さ
れ
た
。

道
の
両
側
に
ベ
ト
ナ
ム
人
の
家
が
列
を
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し

か
し
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
小
学
校
、
ベ
ト
ナ
ム
寺
く

ら
い
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
寺
の
正
式
名
称
は
「
仏
足
跡
寺
」
と
い
う
。
住
職
の
話

で
は
、
こ
の
寺
の
由
来
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
僧
侶
が
ベ
ト
ナ
ム
人
の
た

め
の
寺
を
建
て
る
場
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
も
と
ラ
オ
人
が
建

て
た
が
古
く
て
朽
ち
果
て
て
い
た
無
住
の
こ
の
寺
に
出
会
い
、
ラ
オ

ス
政
権
に
使
用
許
可
を
申
請
し
認
め
ら
れ
、
再
興
し
た
と
い
う
。
寺

の
様
式
は
、
上
座
部
仏
教
の
ラ
オ
的
要
素
と
混
淆
し
て
い
る
が
、
随

所
に
ベ
ト
ナ
ム
的
要
素
が
み
ら
れ
る
。
ひ
と
き
わ
目
立
つ
仏
像
は
、

裏
手
に
あ
る
巨
大
な
涅
槃
像
で
あ
り
、現
在
、観
光
客
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
仏
像
を
寄
進
す
る
か
は
寄

進
者
に
よ
る
と
い
う
。
き
わ
め
て
ベ
ト
ナ
ム
風
の
「
祖
堂
」（
歴
代

住
職
を
祀
る
祭
壇
な
ど
が
あ
る
）
の
壁
の
仏
画
（
二
〇
点
ほ
ど
）
に

は
一
点
一
点
、
寄
進
者
の
名
前
が
ベ
ト
ナ
ム
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。

メ
コ
ン
河
に
面
し
た
場
所
に
ラ
オ
式
の
仏
足
跡
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

と
、「
城
皇
」
と
い
う
漢
字
の
書
か
れ
た
小
祠
が
あ
る
。
城
皇
は
ベ

ト
ナ
ム
で
は
村
の
守
護
神
で
あ
り
祠
所
（
亭デ

ィ
ンと

呼
ば
れ
る
）
は
集
会

写真 1 ルアンパバーンのベトナム寺



140141 ラオス・ルアンパバーンのベトナム人

許
可
を
得
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
敷
地
内
に
は
、
中
国
系
の
墓

も
一
〇
〇
基
ほ
ど
あ
る
。
雲
南
省
紅
河
県
出
身
者
が
多
い
。
ラ
オ
人

は
土
葬
の
習
慣
が
な
い
が
、
若
干
数
、
ラ
オ
文
字
で
書
か
れ
た
墓
も

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、領
事
に
よ
れ
ば
、モ
ン
族
（
現
在
ル
ア
ン
パ
バ
ー

ン
の
市
内
に
モ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
）
の
墓
だ
と
い
う
。
つ
ま

り
ベ
ト
ナ
ム
人
の
墓
碑
は
ベ
ト
ナ
ム
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

筆
者
は
二
三
九
基
の
墓
碑
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。
そ
の
内
容
を
少

し
く
わ
し
く
み
て
い
き
た
い
。
表
２
は
、
墓
地
の
記
載
項
目
別
の
件

数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
名
前
（
フ
ル

ネ
ー
ム
）、
出
身
地
、
死
亡
時
、
誕
生
時
を
記
載
す
る
墓
碑
が
多
い
。

死
亡
時
の
場
合
、
年
の
み
で
は
な
く
年
月
日
を
記
載
す
る
ケ
ー
ス

が
、
誕
生
時
よ
り
も
多
い
。
毎
年
、
命
日
の
法
事
を
執
り
行
う
ベ
ト

ナ
ム
の
習
慣
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の

あ
る
女
性
も
毎
年
法
事
を
行
っ
て
い
る
、
と
筆
者
に
話
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
北
部
村
落
の
一
般
的
な
墓
碑
と
の
違
い
は
、
出
身
地
お
よ
び
、

亡
く
な
っ
た
場
所
と
し
て
「
在
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
」
と
い
う
記
載
が

み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
移
民
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
現
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
二
三
九
基
の
う
ち
、
出
身
地
を
ま
っ
た
く
記
載
し
て

い
な
い
も
の
が
一
〇
八
基
（
全
体
の
四
五
％
）
あ
る
こ
と
に
も
注
目

し
た
い
。

次
の
表
３
は
、
死
亡
年
の
記
載
の
あ
っ
た
一
四
二
基
に
つ
い
て
、

一
〇
年
ご
と
の
年
代
別
に
、
出
身
地
が
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い

る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
な
し
」
は
出
身
地
の
記
載
が
な
い

表 2 墓碑の記載項目別件数

　　　項目   件数

フルネーム　 223

出身地 131

死亡年月日（西暦） 125

生年のみ（西暦）  74

死亡年のみ（陰暦） 69

死亡年のみ（西暦） 58

亡くなった場所 55
（ルアンパバーン） 
生年月日（西暦） 41

享年 36

写真 3 共同墓地に墓参りをする C さん

ベ
ト
ナ
ム
小
学
校
は
一
九
三
〇
年
代
の
創
建
時
、
教
育
の
質
が
高

い
と
し
て
威
信
の
あ
る
学
校
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ラ
オ
ス
で
は
現
在

で
も
、
中
国
系
の
学
校
が
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
と
し
て
ラ

オ
人
エ
リ
ー
ト
に
人
気
が
あ
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
フ
ラ
ン
ス
時

代
の
ベ
ト
ナ
ム
小
学
校
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ベ
ト
ナ

ム
語
も
学
べ
る
こ
の
小
学
校
の
存
在
は
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ラ
オ
人

か
ら
あ
る
程
度
歓
迎
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る＊

５

。

Ｃ
さ
ん
が
雄
王
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
（
一
九
五
〇
年
代
半

ば
か
ら
一
九
六
〇
年
代
）
は
、
学
校
に
ベ
ト
ナ
ム
人
教
師
が
い
て
、

ベ
ト
ナ
ム
の
文
字
な
ど
を
教
え
て
い
た
。
他
方
ラ
オ
文
字
は
週
に
二

時
間
だ
け
外
国
語
と
し
て
学
ん
で
い
た
、
と
い
う
。
一
方
、
現
在
で

は
、
ラ
オ
人
教
師
と
ラ
オ
人
生
徒
が
通
う
ラ
オ
の
小
学
校
に
な
っ
て

い
る
。２ 

墓
地
と
市
場

も
う
ひ
と
つ
の
「
誇
り
」
が
共
同
墓
地
で
あ
る
（
図
１
参
照
）。

墓
地
は
、
市
街
地
か
ら
は
数
キ
ロ
離
れ
た
山
の
斜
面
に
位
置
す
る
。

一
面
で
は
お
そ
ら
く
風
水
上
の
適
地
で
あ
る
。
広
々
と
し
た
敷
地
か

ら
は
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
プ
ー
シ
ー
山
が
遠
望
で
き
る
。
他
面
で
は
経
済
的
に
利
用
価

値
の
少
な
い
場
所
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ス
の
外
側
は
山
羊
の
い
る
林
で

あ
る
。
共
同
墓
地
に
は
門
が
あ
り
、
土
地
神
を
祀
る
廟
が
あ
る
。
奥

の
高
み
に
は
拝
所
（
一
九
六
〇
年
建
立
）
が
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
系
の

住
職
が
い
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
一
九
三
七
年
か
ら
二
〇
〇
七
年

ま
で
の
間
に
建
立
さ
れ
た
墓
が
二
四
〇
基
以
上
あ
る
。
立
派
な
石
を

用
い
た
大
き
な
造
り
の
墓
も
少
な
く
な
い
。
十
字
架
の
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
墓
も
数
十
基
あ
る
。

墓
地
に
つ
い
て
も
、
住
職
、
領
事
が
と
も
に
現
地
政
府
の
正
式
な

 

図２ ベトナム人共同墓地の模式図
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上
る
。
こ
の
長
寿
者
た
ち
は
一
八
八
五
年
か
ら
一
九
〇
六
年
の
間
に

生
ま
れ
、
そ
の
平
均
寿
命
は
七
六
歳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
寿
者

が
多
い
こ
と
は
、
次
の
市
場
の
話
に
あ
る
よ
う
に
、
ひ
と
つ
に
は
暮

ら
し
ぶ
り
が
よ
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

フ
ラ
ン
ス
時
代
に
ほ
と
ん
ど
が
ベ
ト
ナ
ム
人
商
人
で
占
め
ら
れ
て

い
た
と
い
う
ダ
ラ
市
場＊

６

は
、市
内
中
心
部
に
位
置
す
る
。
た
と
え
ば
、

Ｃ
さ
ん
の
家
で
は
豚
を
殺
し
た
後
、
丸
焼
き
に
し
て
売
っ
て
い
た
。

一
家
で
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
て
い
た
と
い
う
。
Ｃ
さ
ん
の
話
で
は
、

民
族
別
に
職
業
が
分
か
れ
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
は
ダ
ラ
市
場
な

ど
で
商
売
に
従
事
し
て
い
た
。
中
国
人
は
、
目
抜
き
通
り
（
サ
ッ
カ

リ
ン
通
り
）
に
店
を
構
え
て
、
衣
服
や
食
器
を
売
っ
て
い
た
。
以
前

（
一
九
七
五
年
）は
、「
中
国
人
通
り
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。モ
ン
族
は
、

畑
で
ア
ヘ
ン
を
作
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ラ
オ
人
は
、
官
吏
と
し
て

給
料
を
も
ら
っ
て
い
た
、
と
い
う
。
当
時
の
ベ
ト
ナ
ム
人
は
中
国
人

と
同
様
に
裕
福
な
人
が
多
か
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
と
中
国
人
は
若
者

同
士
仲
良
く
遊
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

Ⅲ 

政
変
に
伴
う
矛
盾
や
葛
藤
の
な
か
で

こ
の
よ
う
に
生
活
空
間
を
築
い
て
い
っ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
村
」
の
住

人
た
ち
は
、
そ
の
後
、
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
、
第
二
次
イ
ン
ド

シ
ナ
戦
争
、
共
産
政
権
の
樹
立
、
対
外
開
放
政
策
な
ど
の
大
き
な
政

変
に
伴
っ
て
生
じ
た
葛
藤
や
矛
盾
の
結
果
、
住
民
の
人
口
は
最
盛
期

の
三
分
の
一
に
ま
で
減
少
し
た
。
が
、（
中
国
人
社
会
と
は
異
な
り
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
存
続
し
続
け
た
。

１ 「
ベ
ト
ナ
ム
村
」
へ
の
フ
ラ
ン
ス
軍
の
侵
入

住
職
ら
の
話
で
は
、「
敵
軍
フ
ラ
ン
ス
」が
、ベ
ト
ナ
ム
村
に
も
や
っ

て
き
て
、
ベ
ト
ミ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
独
立
同
盟
）
捜
索
を
行
っ
た
。
こ

の
と
き
、
ベ
ト
ナ
ム
村
に
住
む
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
が
離
散
し

た
。
こ
の
出
来
事
は
お
そ
ら
く
、
一
九
四
五
年
、
六
ヵ
月
に
及
ん
だ

日
本
軍
政
下
の
時
代＊

７

が
終
わ
り
、
再
侵
略
を
も
く
ろ
ん
だ
フ
ラ
ン
ス

が
、
ラ
オ
ス
に
お
い
て
反
仏
運
動
を
担
っ
て
い
た
ベ
ト
ミ
ン
を
一
掃

し
よ
う
と
各
地
の
ベ
ト
ナ
ム
人
社
会
を
襲
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
ベ
ト
ナ
ム
人
村
」
と
呼

ば
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
集
住
地
区
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

避
難
先
で
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
、
マ
ノ
通
り
沿
い
で
あ
っ
た
。
マ

ノ
通
り
は
、
ダ
ラ
市
場
か
ら
も
す
ぐ
近
く
に
位
置
す
る
。
マ
ノ
通
り

の
西
に
は
当
時
、
キ
リ
ス
ト
教
教
会
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
が

い
た
と
い
う
。
ベ
ト
ナ
ム
人
に
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
少
な
く
な
か
っ

た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
マ
ノ
通
り
沿
道
の
両
側
を
ベ
ト
ナ

ム
人
の
家
が
軒
を
連
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
と
、「
省
」「
都
市
」
は
省
名
や
都
市
名
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
、「
県
」
は
県
名
ま
で
、す
な
わ
ち
省
名
と
県
名
が
、「
社
・
村
」

は
社
名
ま
た
は
村
名
（
行
政
単
位
で
は
な
い
ム
ラ
を
含
む
）
ま
で
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
次
の
諸
点
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
最
も
顕
著
な
傾
向

は
、
出
身
地
の
記
載
の
無
い
墓
碑
の
件
数
が
一
九
七
〇
年
代
か
ら
増

加
し
、
割
合
を
み
る
と
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
七
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
省
・
都
市
の
み
の
記
載
は
常
に
限
定
的
で
あ
る
が
、
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
出
身
地
の
記
載
が
あ
る
場
合
は
、
九
割
方
、
少

な
く
と
も
省
に
つ
い
て
の
記
載
は
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
省
＋
省

以
下
の
行
政
単
位
が
記
載
れ
て
い
る
場
合
、「
県
ま
で
」
は
割
合
を

み
る
と
変
動
が
大
き
い
が
、
件
数
を
み
る
と
一
件
か
ら
五
件
と
常
に

限
定
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
県
名
ま
で
の
記
載
で
は
、
も
し
子
孫

が
村
・
社
の
名
前
を
記
憶
し
て
い
な
い
場
合
、
故
郷
は
特
定
で
き
な

い
可
能
性
が
高
い
。
い
っ
ぽ
う
社
・
村
ま
で
の
記
載
は
件
数
で
み
る

と
、
県
ま
で
の
記
載
よ
り
も
多
く
常
に
一
定
数
み
ら
れ
る
が
、
顕
著

な
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
桁
に
留
ま
っ
て
は
い
る
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
か
は
ま
だ
調
査
し
て
い
な
い
た
め
未

詳
で
あ
る
が
、
ど
こ
の
省
出
身
か
と
い
う
意
識
が
強
く
、
墓
碑
の
上

で
は
故
郷
（
む
ら
）
へ
の
こ
だ
わ
り
は
弱
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
他
に
目
に
留
ま
っ
た
点
で
は
、
死
亡
者
数
（
厳
密
に
は
死
亡

年
記
載
数
）
の
最
も
多
い
一
九
七
〇
年
代
に
社
・
村
ま
で
の
記
載
が

九
件
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
死
亡
者
を
少
し

く
わ
し
く
み
て
み
る
と
、
六
五
歳
以
上
の
長
寿
者
が
多
く
一
六
人
に

表 3 墓碑の死亡年代別出身地記載状況

　 年代    行政単位      件数     割合 
1930 年代 社・村 1 100.0％
 計 1
1940 年代 なし 4 22.5％
 都市 1 11.1％
 社・村 4 22.5％
 計 9
1950 年代 省 2 100.0％
 計 2
1960 年代 なし 3 20.0％
 省 1 6.6％
 県 5 33.3％
 社・村 6 40.0％
 計 15
1970 年代 なし 22 57.8％
 省 3 7.8％
 県 4 10.5％
 社・村 9 23.6％
 計 38
1980 年代 なし 13 48.1％
 省 5 18.5％
 県 2 7.4％
 社・村 6 22.2％
　 計 27
1990 年代 なし 13 50.0％
 省 4 15.3％
 県 4 15.3％
 社・村 5 19.2％
 計 26
2000 年代 なし 17 70.8％
 省 1 4.1％
　 県 1 4.1％
 社・村 4 16.6％
 計 24
    総計       142
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ベ
ト
ナ
ム
の
国
慶
節
な
ど
に
式
典
を
開
催
し
て
い
る
。
青
年
団
の
活

動
も
あ
り
、
週
末
に
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
し
て
い
る
。
雄
王
小
学
校

の
校
長
室
に
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
主
席
の
胸
像
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム

人
支
部
か
ら
の
贈
呈
品
が
い
く
つ
か
飾
ら
れ
て
い
た
。

現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
系
社
会
は
、
か
つ
て
の
一
時
的
な
繁
栄
か
ら
規

模
が
小
さ
く
な
り
、
か
つ
二
世
、
三
世
の
時
代
に
移
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
国
籍
、
通
名
（
普
段
の
生
活
で
は
ラ
オ
人
の
名
前
で
暮
ら
し
て

い
る
）、
信
仰
（
Ｃ
さ
ん
の
事
例
の
な
か
で
は
托
鉢
と
柱
上
祠
な
ど
）、

言
語
、
婚
姻
（
ラ
オ
人
と
の
通
婚
）
の
上
で
は
、
か
な
り
現
地
化
（
ラ

オ
化
）
が
進
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
大
多
数
の
ベ
ト
ナ
ム
人
は
小

商
売
を
行
う
上
で
ラ
オ
ス
国
籍
を
取
得
し
た
ほ
う
が
有
利
な
の
で
ベ

ト
ナ
ム
国
籍
を
抹
消
し
て
い
る
、
と
い
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
慮
す
る
動
き
が
あ
る
。
ベ
ト
ナ

ム
人
支
部
会
の
会
合
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
一
世
の
高
齢
女
性

の
不
満
は
、
在
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
人
会
の
現
代
表
に
対

す
る
も
の
で
、そ
の
内
容
は
、ベ
ト
ナ
ム
本
国
政
府
に
申
請
す
れ
ば
、

ベ
ト
ナ
ム
語
教
員
の
派
遣
や
、
雄
王
小
学
校
の
改
築
費
用
の
一
部
支

給
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
、
し
か
も
わ
れ
わ
れ
住
人
も
拠
金
す

る
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
い
ま
の
と
こ
ろ
動
こ
う
と
し
な
い
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

４ 

領
事
館
開
設

二
〇
〇
五
年
、
マ
ノ
通
り
か
ら
自
転
車
で
数
分
離
れ
た
場
所
に
、

ベ
ト
ナ
ム
領
事
館
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
つ
に
は
、

ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
と
ベ
ト
ナ
ム
間
の
各
種
交
流
の
拡
大
が
よ
り
進

ん
だ
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
領
事
が

「
新
ベ
ト
ナ
ム
人
」
と
呼
ぶ
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム
南
部
か

ら
の
移
民
で
木
工
職
人
に
従
事
）
も
三
〇
〇
人
ほ
ど
移
住
し
て
き
た
。

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
は
本
稿
で
み
て
き
た
人
々
と
は
別
の
場
所
に
離
れ
て

住
み
、
交
流
も
少
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
ラ
オ
ス
は
ベ
ト
ナ
ム
と
は

相
変
わ
ら
ず
「
特
別
な
関
係
」
を
維
持
し
て
い
る
が
、
近
年
は
隣
国

の
中
国
や
タ
イ
と
も
善
隣
外
交
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
領
事
と

し
て
赴
任
し
て
き
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
長
年

国
境
問
題
に
従
事
し
て
き
た
、
い
わ
ば
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
の
専
門
家

で
あ
る
。
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
に
は
妻
と
二
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
息

子
は
フ
ラ
ン
ス
で
修
士
号
を
取
得
し
、
ハ
ノ
イ
大
学
で
観
光
開
発
を

教
え
て
い
る
。
領
事
は
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人
社
会
の

歴
史
を
振
り
返
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
―
ラ
オ
ス
両
国
政
府
の
「
特
別
な

関
係
」
の
役
割
を
強
調
し
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
二
つ
を
あ
げ
た
。

ひ
と
つ
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
領
時
代
に
、
寺
・
小
学
校
・
墓
地
を
つ

く
る
こ
と
を
ラ
オ
ス
政
府
か
ら
公
式
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
あ
げ

た
。
一
般
に
「
特
別
な
関
係
」
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
こ
と
と
さ

２ 
共
産
化
を
恐
れ
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
経
由
で
東
北
タ
イ
へ

一
九
五
四
年
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
中
心
）
と
一
九
七
五
年
に
共
産

化
を
恐
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
が
多
数
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
を
脱
出
、
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
を
経
由
し
て
メ
コ
ン
河
を
渡
り
、
東
北
タ
イ
へ
と
逃
れ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
ラ
ン
ド
ピ
ー
プ
ル
た
ち
は
そ
こ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
な

ど
第
三
国
へ
難
民
と
し
て
渡
っ
て
い
っ
た
。
Ｃ
さ
ん
の
話
で
は
、

「（
ベ
ト
ナ
ム
人
の
な
か
で
）
ア
メ
リ
カ
側
、
フ
ラ
ン
ス
側
で
働
い
て

い
た
人
は
少
し
だ
け
だ
っ
た
」
と
い
う
。
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
、
フ

ラ
ン
ス
の
協
力
者
で
は
な
い
人
々
が
大
勢
難
民
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。一

九
七
五
年
以
降
、
社
会
主
義
化
お
よ
び
経
済
状
況
の
悪
化
の
も

と
、
そ
れ
ま
で
裕
福
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
の

暮
ら
し
は
一
変
し
た
よ
う
で
あ
る
。
Ｃ
さ
ん
の
家
族
で
は
一
九
七
五

年
末
に
末
妹
が
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
っ
た
。
長
女
の
Ｃ
さ
ん
は
老
い
た
母

親
の
世
話
を
み
る
た
め
に
残
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｃ
さ
ん
は
夫
と
離
婚

し
、
お
粥
を
売
っ
て
娘
と
母
親
の
面
倒
を
み
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人
人
口
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
調

査
時
点
で
は
、
約
一
〇
〇
家
族
六
〇
〇
人
、
最
盛
期
（
約
一
四
〇
〇

人
）
の
二
分
の
一
以
下
と
な
り
、
往
時
に
は
マ
ノ
通
り
の
端
か
ら
端

ま
で
軒
を
連
ね
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
人
住
居
は
現
在
、
約
一
一
軒
へ
と

減
少
し
た
。

３ 

在
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
人
会＊

８

現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
人
会
の
事
務
所
は
、
マ
ノ
通
り
沿
い
の
か
つ
て

の
教
会
（
現
在
は
警
察
署
）
の
近
く
に
所
在
し
て
い
る
。
こ
の
建
物

は
一
九
七
五
年
以
前
、
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
も
の
で
あ
っ
た
の
を
、

解
放
後
に
ラ
オ
ス
政
府
が
接
収
。
そ
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
人
会
が
申
請

し
て
使
用
を
許
可
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
、
と
い
う
。

在
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
人
会
は
、
次
の
Ｃ
さ
ん
の
話
か

ら
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
と
い
う
戦
争
中
に
も
集
ま
り
を
開
催
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
昔
、
私
は
歌
が
う
ま
か
っ
た
。
八
月
一
五

日
（
中
秋
節
…
…
筆
者
注
）
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
人
会
が
開
催
し
た
集

ま
り
で
、
何
人
か
歌
を
歌
っ
た
。
観
客
か
ら
褒
美
と
し
て
お
ひ
ね
り

が
渡
さ
れ
る
の
だ
が
、
終
わ
っ
た
後
で
勘
定
し
た
ら
、
私
が
一
番

多
か
っ
た
」。
ま
た
、
一
九
七
五
年
以
前
は
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
同
様

に
、
老
人
会
組
織
が
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
会
か
ら
長
寿
祝
い
の
会
や

記
念
品
贈
呈
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
が
、
い
ず
れ
も
活
動
も
現
在

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
現
在
の
主
な
活
動
は
、
月
に
数
回
、
事
務
所

で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、
ベ
ト
ナ
ム
人
会
の
活
動
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
毎
回
二
〇
～
三
〇
人
ほ
ど
が
出
席
し
て
い

る
。
い
っ
ぽ
う
寺
の
年
三
回
の
行
事
に
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
家
族
す
べ

て
が
参
加
す
る
。
声
を
か
け
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
数
家
族
さ
え
参

加
す
る
の
だ
と
い
う
（
住
職
の
話
）。
他
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
会
で
は
、
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Ｃ
さ
ん
の
娘
は
二
〇
〇
〇
年
に
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
を
訪
れ
た
在
フ

ラ
ン
ス
の
ベ
ト
ナ
ム
人
男
性
と
結
婚
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
移
り
住
ん
で

い
る
。
Ｃ
さ
ん
は
娘
の
出
産
の
た
び
に
長
く
フ
ラ
ン
ス
に
逗
留
し
、

三
度
目
と
な
る
今
回
（
二
〇
〇
八
年
二
月
の
予
定
）
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
フ
ラ
ン
ス
に
長
く
逗
留
す
る
予
定
だ
と
話
し
た
。

ま
た
Ｃ
さ
ん
に
は
バ
ン
コ
ク
在
住
タ
イ
人
、
京
都
在
住
日
本
人
、

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
在
住
ラ
オ
人
の
養
子
が
い
る
。
三
人
と
も
、
ち
ょ
う

ど
Ｃ
さ
ん
の
息
子
く
ら
い
の
年
齢
で
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
で
Ｃ
さ
ん
と

知
り
合
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
気
に
入
っ
た
人
と
の
間
に
擬
制

的
血
縁
関
係
を
結
ぼ
う
と
す
る
傾
向
は
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
に
特
有
の

文
化
実
践
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｃ
さ
ん
の
信

仰
や
「
風
」
と
い
う
比
喩
、
擬
制
親
子
な
ど
に
も
、
激
動
の
イ
ン
ド

シ
ナ
近
現
代
史
の
な
か
で
自
分
の
世
界
を
創
り
出
し
て
現
地
の
定
着

者
と
の
間
に
共
存
を
図
っ
て
き
た
移
住
者
の
生
き
ざ
ま
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

冒
頭
に
示
し
た
問
題
意
識
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
―
ラ
オ
ス
の
「
特
別
な
関
係
」
を
強
調
す
る
国
家
主
導
の
マ
ク

ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
に
移
住
し
て
き
た
ベ
ト

ナ
ム
系
移
民
が
定
着
民
ラ
オ
ス
人
と
の
間
に
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
ミ

ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
へ
と
視
点
を
移
す
こ
と
。
そ
れ
に
よ
り
描
出
さ

れ
た
地
域
像
を
概
観
す
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
へ
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
集
団
的
な
移
住
の
背
景
に

は
、
第
一
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
期
に
入
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
が
整
備
し
た
イ
ン
フ
ラ

に
よ
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
主
要
都
市
間
が
む
す
ば
れ
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
従
来
ベ
ト
ナ
ム
人
の
壁
と
な
っ
て
い
た
ア
ン
ナ
ン
山
脈
の
西
へ

の
移
住
が
容
易
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
移
民
の
故
郷
ト
ン
キ
ン
（
北

部
ベ
ト
ナ
ム
）
は
人
口
稠
密
で
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
コ
ー
チ

シ
ナ
な
ど
へ
開
発
を
目
的
と
し
た
移
住
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
住
民

の
民
族
別
割
合
で
ベ
ト
ナ
ム
人
が
最
も
多
か
っ
た
で
あ
っ
た
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
や
タ
ケ
ク
な
ど
他
の
ラ
オ
ス
主
要
都
市
に
比
べ
、
一
九
四
〇

年
代
の
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
は
、
ラ
オ
人
人
口
の
ほ
う
が
ベ
ト
ナ
ム
人

よ
り
多
か
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
の
こ
の
地
へ
の
移
入
や
活
動
は
他
の

都
市
に
比
べ
管
理
統
制
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
現
在
の
ベ

ト
ナ
ム
系
移
民
た
ち
は
ベ
ト
ナ
ム
人
と
い
う
民
族
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
は
明
確
に
も
ち
な
が
ら
も
、
故
郷
へ
の
憧
憬
は
さ
ほ
ど
強

い
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
系

移
民
が
ど
の
よ
う
に
生
活
環
境
を
構
築
し
て
い
っ
た
か
。
ベ
ト
ナ
ム

村
ま
た
ア
ン
ナ
ン
村
と
よ
ば
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
集
住
地
区
（
市
街
地

内
の
外
れ
）
に
は
小
学
校
と
寺
が
建
て
ら
れ
た
。
墓
地
は
市
街
地
の

郊
外
に
設
け
ら
れ
、
同
じ
敷
地
内
に
中
国
人
墓
地
が
併
設
さ
れ
て
い

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
領
事
の
見
解
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
共
産
党

の
成
立
（
一
九
三
〇
年
）
な
ど
を
遡
及
的
に
含
め
、「
特
別
な
関
係
」

を
拡
大
解
釈
し
た
も
の
と
い
う
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
つ
め
に
、
両
国
の
国
籍
制
度
が
ゆ
る
や
か
に
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
あ
げ
た
。
た
と
え
ば
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
べ
ト
ナ
ム
系

移
民
が
長
年
住
み
着
い
て
い
る
の
に
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
を
保
持
し
つ
づ

け
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ラ
オ
ス
の
ベ
ト
ナ
ム
系
移
民
は
可
能
で
あ

る
、
と
述
べ
た
。
こ
の
点
で
も
、
在
ラ
オ
ス
の
ベ
ト
ナ
ム
人
は
、
二

国
間
の
歴
史
的
関
係
を
反
映
し
て
特
殊
性
を
有
し
て
い
る
ら
し
い
。

ベ
ト
ナ
ム
国
籍
を
抹
消
し
て
い
な
い
お
も
主
な
理
由
は
、
商
売
の
規

模
が
小
さ
い
た
め
、
商
売
上
多
少
の
不
利
益
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
よ
り
も
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
抹
消
手
続
き
の
煩
雑
さ
の
ほ
う
が

大
き
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
に
よ
る
ら
し
い
。
次
に
、
ベ

ト
ナ
ム
国
籍
を
保
持
し
て
い
る
と
は
い
え
、
や
は
り
現
地
と
の
共
存

を
図
っ
て
き
た
具
体
例
と
し
て
Ｃ
さ
ん
の
場
合
を
紹
介
す
る
。

５ 

Ｃ
さ
ん
の
場
合

Ｃ
さ
ん
は
筆
者
に
対
し
て
、
父
親
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
を
抹
消
し

て
は
い
け
な
い
、
と
い
わ
れ
た
か
ら
だ
と
説
明
し
た
。
Ｃ
さ
ん
と
の

出
会
い
は
、
筆
者
が
あ
る
女
性
に
調
査
目
的
を
告
げ
る
と
「
そ
れ
な

ら
Ｃ
姉
さ
ん
に
会
う
と
い
い
よ
」
と
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
Ｃ

さ
ん
は
領
事
館
や
ベ
ト
ナ
ム
人
会
支
部
で
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
る
。

ま
た
、墓
地
の
廟
の
再
建
の
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム
人
の
バ
ー
コ
ン（
人
々

の
意
味
。
一
般
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
や
シ
ン
セ
キ
な
ど
知
り
合
い
に
対

し
て
用
い
ら
れ
る＊

９

）
に
募
金
呼
び
か
け
を
行
っ
た
り
も
し
て
い
る
と

い
う
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
に
熱
心
に
関
わ
っ

て
い
る
一
人
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
Ｃ
さ
ん
は
普
段
ベ
ト
ナ
ム
人

の
服
装
を
し
、
ノ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
の
菅
笠
）
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。

Ｃ
さ
ん
（
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
の
二
世
）
は
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

「
私
は
結
婚
し
て
息
子
と
娘
を
産
ん
だ
後
、
離
婚
し
ま
し
た
。
息
子

は
夫
が
引
き
取
り
、
娘
は
私
が
引
き
取
り
ま
し
た
。
夫
と
息
子
は
、

後
妻
と
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。
息
子
は
、
育
て
の
母
を
慕
い
、
私

を
貴
び
ま
せ
ん
。
私
と
娘
の
二
人
で
、
お
粥
を
売
っ
て
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
生
活
は
苦
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
男
の
こ
と
も
全
部
や
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
水
汲
み
か
ら
、
薪
割
り
、
包
丁
の
刃

を
研
ぐ
こ
と
ま
で
。
そ
う
し
て
よ
う
や
く
こ
の
家
を
建
て
た
の
で

す
。」そ

の
家
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
風
に
亡
く
な
っ
た
父
母
、妹
お
よ
び
仏
、

財
神
を
祀
る
一
方
、
戸
外
で
は
ラ
オ
ス
風
に
土
地
の
神
様
に
托
鉢
後

の
モ
チ
米
を
お
供
え
て
い
る
。

Ｃ
さ
ん
は
イ
エ
ン
モ
か
ら
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
自
ら
の
父
の

代
か
ら
、自
ら
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
後
、次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
風

が
吹
く
方
向
に
従
っ
て
き
ま
し
た
。
客
地
他
郷
に
住
ん
で
い
る
の
で

す
か
ら
、
生
計
を
た
て
る
の
も
、
真
面
目
に
、
正
直
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。」
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拠
る
。
ベ
ト
ナ
ム
人
関
連
の
主
要
な
施
設
や
場
所
（
主
要
な
も
の
は
、

寺
、
小
学
校
、
墓
地
、
マ
ノ
通
り
、
領
事
館
）
を
訪
れ
、
関
係
者
に
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
、
イ
エ
ン
モ
出
身
の
父
を
も
ち
、
ベ

ト
ナ
ム
人
会
事
務
所
、
領
事
館
で
の
仕
事
を
し
て
い
る
、
Ｃ
さ
ん
か
ら

数
時
間
じ
っ
く
り
話
を
聞
け
た
こ
と
、
お
よ
び
墓
地
に
て
か
な
り
網
羅

的
に
墓
碑
を
収
集
で
き
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
た
だ
し
ベ
ト
ナ
ム
人

会
代
表
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
会
事
務

所
に
は
何
ら
か
の
基
礎
デ
ー
タ
や
文
書
資
料
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
今
後
の
調
査
の
課
題
と
し
た
い
。

＊
２　

ベ
ト
ナ
ム
人
の
研
究
で
は
、「
こ
の
概
念
を
最
初
に
使
用
し
た
の
は

ホ
ー
チ
ミ
ン
主
席
で
あ
り
」、
一
九
五
九
年
五
月
か
ら
六
月
頃
に
出
現
し

た
、
と
あ
る
（T

ran X
uan Cau-K

ongxayxana 1993: 288-290

）。

一
般
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
―
ラ
オ
ス
の
「
特
別
な
関
係
」
は
、
一
九
六
〇

年
代
の
第
二
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
時
代
に
、
両
国
の
共
産
党
が
規
定
し

あ
っ
た
外
交
上
の
同
盟
関
係
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
九
七
五
年

戦
争
終
結
後
も
、
ベ
ト
ナ
ム
が
ラ
オ
ス
の
国
家
建
設
に
対
し
て
資
金
提

供
、
技
術
者
派
遣
な
ど
の
協
力
を
行
っ
て
き
た
。「
特
別
な
関
係
」
を
最

も
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
、
一
九
七
九
年
の
中
越
紛
争
の
際
に
ラ
オ

ス
が
ベ
ト
ナ
ム
を
支
持
し
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
。
現
在
も
、

「
特
別
な
関
係
」
の
維
持
は
両
国
政
府
の
間
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
在
ラ

オ
ス
日
本
大
使
館
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
「
ラ
オ
ス
の
外
交

政
策
」
に
も
、
ベ
ト
ナ
ム
は
唯
一
「
特
別
な
関
係
」
を
有
す
る
最
重
要

国
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

＊
３　

た
と
え
ば
、
古
田
（1991

）、
白
石
（1993

）。「
ベ
ト
ナ
ム
の
独

立
運
動
は
、
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
周
辺
地
域
に
在
住
す
る
ベ
ト

ナ
ム
人
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
た
形
で
組
織
化
さ
れ
た
」（
古

屋 2009: 48

）。
ベ
ト
ナ
ム
人
に
よ
る
代
表
的
な
研
究
に
（T

ran D
inh 

Luu 2004

）
な
ど
が
あ
る
。

＊
４　

一
九
三
六
年
に
執
筆
さ
れ
た
文
献
（
満
鉄
東
亜
経
済
調
査
局 1941: 

595

）
に
拠
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
の
海
岸
フ
ー

デ
ィ
エ
ン
の
町
か
ら「
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
に
連
絡
す
る
を
目
的
と
す
る
」

七
号
道
路
、
ハ
ノ
イ
か
ら
サ
ム
ヌ
ア
を
経
由
し
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
に
連

絡
す
る
第
六
号
道
路
な
ど
が
あ
る
。

＊
５　

一
九
三
〇
年
代
の
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
も

あ
る
。「
越
僑
の
人
々
と
ラ
オ
ス
の
人
民
と
の
間
の
関
係
は
大
変
密
接

で
、
ラ
オ
と
ベ
ト
の
生
徒
は
同
じ
学
校
で
学
ん
で
い
た
の
で
社
会
関
係

や
そ
の
他
の
活
動
に
お
い
て
大
変
濃
密
に
つ
な
が
っ
て
い
た
」（T

ran 
D

inh Luu 2004: 104

）。

＊
６　

創
建
は
未
詳
だ
が
、
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
は
、
一
九
四
〇
年
に
ル

ア
ン
パ
バ
ー
ン
を
訪
れ
た
日
本
人
の
地
図
（
中
村 1944

）
に
「
新
市
場
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

＊
７　

Ｃ
さ
ん
は
日
本
軍
は
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人
女
性
を
陵

辱
し
た
、
と
筆
者
に
話
し
た
。

＊
８　

時
間
的
制
約
か
ら
在
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
人
会
の
現
代

表
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
の
情
報
は
す
べ
て
通
常

の
会
員
か
ら
の
聞
き
取
り
に
基
づ
く
。

＊
９　

こ
の
地
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
の

こ
と
を
指
す
の
に
、
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
語
表
現
を
用
い
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
意
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

＊
10　

イ
ン
ド
シ
ナ
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
経
験
は
、
他
の
国
の
ベ
ト
ナ
ム
系

移
民
に
比
べ
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
以
来
の
移
民
と
い
う
点
で
相
対

的
に
長
い
歴
史
を
有
し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
系
移
民
研
究
の
先
行
事
例

る
。
二
三
九
基
の
墓
碑
を
収
集
し
た
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、
詳
細
な

出
身
地
や
長
寿
の
傾
向
な
ど
が
判
明
し
た
。
こ
の
地
の
ベ
ト
ナ
ム
人

は
大
部
分
が
商
人
で
、
市
街
地
中
心
部
の
ダ
ラ
市
場
で
商
売
を
し
、

中
国
人
同
様
か
な
り
繁
盛
し
て
い
た
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
小

学
校
・
寺
・
墓
地
が
質
の
高
い
立
派
な
も
の
で
、
定
着
民
の
利
用
に

も
開
か
れ
て
お
り
、
定
着
民
と
の
共
生
に
一
役
買
っ
て
き
た
側
面
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
政
変
に
伴
う
矛
盾
や
葛
藤
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
自
分

た
ち
の
世
界
を
維
持
し
て
き
た
か
に
注
目
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
人
口

が
激
減
し
た
契
機
は
二
～
三
度
あ
っ
た
。
一
度
目
は
、
一
九
四
五

年
以
降
、
再
侵
略
を
も
く
ろ
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
軍
が
侵
入
し
た
と
き

で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
村
が
解
体
し
た
。
次
の
契
機
は
一
九
五
四
年
と

一
九
七
五
年
以
降
に
共
産
化
を
恐
れ
た
人
々
が
脱
出
し
た
と
き
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
ベ
ト
ナ
ム
人
人
口
は
約
一
四
〇
〇
人
を

数
え
た
往
時
に
比
べ
る
と
二
分
の
一
以
下
に
ま
で
減
少
し
、
現
在
は

約
一
〇
〇
軒
六
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
現
在
、
寺
の
行
事
に
は
キ
リ
ス

ト
教
徒
を
含
め
ほ
ぼ
全
世
帯
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
参
加
し
、
寺
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
寺
以
外

に
も
、
伝
統
の
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
会
支
部
、
新
設
さ
れ
た
領
事
館
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
往
来
す
る
人
な
ど
の
諸
ア
ク
タ
ー
が
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
Ｃ
さ
ん
の
事
例
は
、
こ
の
よ
う
な

地
域
史
を
生
き
抜
い
て
き
た
典
型
的
な
移
民
の
姿
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。

ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
自
体
の
議
論
の
上
で
は
、
本
稿
の
意
義

は
、
第
一
に
、
移
住
者
は
移
住
先
で
自
分
た
ち
の
世
界
を
創
り
出

し
、
共
存
を
図
る
、
と
い
う
実
態
が
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
創
出

そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
二
に
、
ベ
ト
ナ
ム
系
移

民
の
場
合
、
そ
の
創
出
に
当
た
っ
て
、
墓
・
寺
・
小
学
校
が
重
要
な

意
味
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う＊＊

＊

。
こ
の
こ
と
が

ど
の
程
度
、
一
般
的
に
い
え
る
こ
と
な
の
か
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
―
ラ

オ
ス
の
二
国
間
関
係
に
ど
の
程
度
規
定
さ
れ
た
こ
と
な
の
か
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
の
ひ
と
つ
は
、
ラ
オ
ス
の
各
都
市

に
お
そ
ら
く
み
ら
れ
る
、
本
事
例
と
似
た
よ
う
な
ベ
ト
ナ
ム
人
の
ミ

ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
創
出
・
維
持
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
ベ
ト
ナ
ム
人
同
様
に
か
つ
て
み
ら
れ
た
ラ
オ
ス
在
住
華
僑
の

世
界
は
、
と
く
に
ポ
ル
ポ
ト
時
代
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
情
勢
（
ベ
ト

ナ
ム
、
ラ
オ
ス
の
ソ
連
陣
営
と
中
国
陣
営
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
二
つ
に
分

断
）
の
結
果
ほ
ぼ
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
二
国
間
関
係

に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
華
僑
と
の
比
較
が
手
が
か
り
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

◉
注

＊
１　

調
査
は
短
期
間
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
の
一
週
間
程
度
）
の
予
備

的
な
も
の
で
あ
る
。
通
訳
を
介
さ
ず
ベ
ト
ナ
ム
語
で
実
施
し
た
。
短
期

間
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
で
は
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
人
社

会
の
大
よ
そ
の
姿
は
、
か
な
り
把
握
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
大

き
な
理
由
は
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
自
体
の
町
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
に
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
ラ
オ
ス
北
部
の
一
農
村
で
行
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
も
と
に
、
仏
教
の
制
度
化
や
中
央
集
権
化
が
人
々
の
実
践
に
及
ぼ

し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
国
家
の
制
度
が
形
成
す
る
実
践

と
、
人
々
が
国
家
の
制
度
を
捉
え
直
し
て
い
く
過
程
を
検
討
し
、
地

域
社
会
の
変
容
と
再
編
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。

ラ
オ
ス
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
内
陸
国

で
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ

ル
マ
）
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
末
に
フ
ラ
ン
ス
の
植
民

地
と
な
り
、
一
九
五
三
年
に
王
国
と
し
て
独
立
を
達
成
し
た
。
し
か

し
、
冷
戦
体
制
の
も
と
で
内
戦
が
続
き
、
一
九
七
五
年
に
社
会
主
義

政
権
が
誕
生
す
る
。
二
〇
〇
五
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
総
人
口
は

約
五
六
〇
万
人
、
そ
の
半
数
近
く
を
ラ
オ
人
が
占
め
る
と
さ
れ
る

（SCCPH
 2006: 15

）。
現
在
の
公
称
で
は
四
九
、一
時
期
は
一
〇
〇

以
上
と
も
数
え
ら
れ
た
民
族
集
団
が
混
住
す
る
多
民
族
国
家
で
あ

る
。ラ

オ
ス
の
現
行
憲
法
（
一
九
九
七
年
制
定
、
二
〇
〇
三
年
改
正
）

は
諸
民
族
の
平
等
を
謳
い
、
伝
統
文
化
の
保
護
育
成
を
保
障
す
る
。

ま
た
、
国
教
を
定
め
ず
信
仰
の
自
由
を
認
め
て
い
る
。
現
在
公
示
さ

れ
る
宗
教
と
信
徒
の
割
合
は
、
六
六
・
八
％
の
仏
教
徒
を
筆
頭
に
、

越
境
を
支
え
る
制
度
と
実
践

―
―
北
ラ
オ
ス
村
落
社
会
に
お
け
る
出
家
行
動
の
変
遷
と〈
地
域
〉の
再
編

吉
田
香
世
子
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越
境
と
地
域
空
間
―
―
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
と
ら
え
る

と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
類
学
的
調
査
研
究
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
一
九
七
五
年
以
前
の
在
外
ベ

ト
ナ
ム
人
は
一
〇
ヵ
国
以
上
に
約
一
六
万
人
強
の
み
が
居
住
し
、
多
い

順
に
タ
イ
五
万
人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
四
万
人
、
ラ
オ
ス
三
万
人
、
フ
ラ
ン

ス
三
万
人
、
中
国
七
千
人
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
量
の
難

民
が
発
生
し
た
一
九
七
五
年
以
後
は
七
〇
ヵ
国
以
上
に
二
〇
〇
万
人
以

上
が
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
あ
る
（N

guyen N
goc H

a 1990: 
14

）。
本
事
例
で
示
し
た
、
国
境
を
越
え
た
ベ
ト
ナ
ム
人
の
国
際
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ベ
ト
ナ
ム
人
同
士
で
集
住
し
市
場
で
商
業
活
動
に
従

事
し
寺
や
小
学
校
（
な
い
し
そ
の
萌
芽
的
な
も
の
）
を
も
つ
と
い
う
文

化
実
践
の
あ
り
方
は
、
少
な
く
と
も
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ

カ
（
古
屋 2009

）、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ロ
シ
ア
（
拙
稿 2007

）、

一
九
九
〇
年
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
川
上 1999

）
の
ベ
ト
ナ
ム
系
移

民
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
点
も
興
味
深
い
。
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